
 

 
 

第１回横浜市学校規模適正化等検討委員会 会議録 

日 時 平成 27年 11月 13日（金）15時 30分～16時 45分 

開 催 場 所 横浜花咲ビル 205 研修室 

出 席 者 

（ ７ 名 ） 

小松委員、野木委員、片岡委員、村田委員、森川委員、諏訪部委員、神田臨時委員（部

会長） 

欠 席 者 

（ ３ 名 ） 

内海委員、長谷川委員、斎藤委員 

開 催 形 態 一部公開（※）（傍聴者２人） 

議 題 １ 部会からの報告について 

２ 通学区域と学校規模適正化等について＜非公開＞ 

３ その他 

決 定 事 項 １ 本町小学校第二方面校開校準備部会の意見書をもって横浜市学校規模適正化等

検討委員会の結論とすることを決定した。（答申書の内容承認） 
 答申書は部会長から教育長へ提出することを決定した。 

議 事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 部会からの報告について 

（事務局） 

 本町小学校第二方面校開校準備部会の検討状況及び意見書について説明。 

 

（委員長） 
 本町小学校第二方面校開校準備部会の意見書の内容を本検討委員会の結論（答申）

とすることについて説明。 
 

（承認） 

 

質 疑 ・ 意 見 

議事１につい
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（部会長） 

 意見書についての補足をさせていただきます。毎回ほとんどの委員の方々にご出席

いただいて、十分に検討を重ねました。結論から言うと取りまとめることができまし

たが、部会の中ではいろいろとご意見がありました。そういった中で会を重ねて、そ

れぞれ最終的に決定させていただきました。 

ひとつ申し上げたいのは、意見書の学校名案のところにある付帯事項です。本町小

学校第二方面校として新設校ができて、10 年経ってまた戻ってきた時に、本町小学

校として名前を残すのか、そのあたりが大変問題になりましたが、最終的には、本町

小学校はそのままずっと継続していますので、新設校から 10年後に児童が戻ってき

ても、本町小学校という名前のところに入るということで付帯事項とさせていただき

ました。 

平成 30年４月に開校ということで、工事や通学安全対策などについて考慮して、

事業を進めていただきたいと思っております。地域の我々としては、新設校が素晴ら

しい学校であるように、そして、子どもたちが 10年後に本町小学校に無事に安心し

て戻って来られるように、これからも我々なりに取り組んでいきたいと思っておりま

す。 



 

 
 

（委員長） 

 子どもたちのためにということを最優先に熱心に議論していただき、ありがとうご

ざいました。これからも地元の皆様にはご協力をお願いしたいと思っております。 

 

（委員） 

 グラウンド、体育館などの設備は十分な広さがあるのでしょうか。 

（事務局） 

 10 年間限定の学校ではありますが、本設の学校と同様の仕様で、必要なものは整

備させていただきます。 

 

（委員） 

 通学路の検討はどうだったのでしょうか。 

（委員） 

 一番遠いエリアからだと、かなりの距離になると思いますが。 

（部会長） 

 新設校については、主にみなとみらいの中を通るということで、比較的道路は広く、

信号も付いているところが多いです。通学距離がやや長いという不安はありました

が、実際に歩いてみて、大丈夫だろうという結論になりました。 

 

（委員） 

 通学路の安全対策について、地域のほうで何かお考えはあるのでしょうか。 

（部会長） 

 本町小学校では、学校の子どもの見守り隊や地域の防犯活動もやっていますので、

新設校についても同様の活動をやっていただけるだろうと考えています。 

 

（委員） 

 通学安全に関する要望は、具体的にはどのようなものがあるのでしょうか。 

（事務局） 

 主に、信号を設置してほしいということと、歩行者の交通量が多い箇所の歩行者の

信号時間を延長してほしいという要望がありました。 

 

（委員） 

 学校の特色はそれぞれ違ってくるとは思いますが、違いが大きすぎるといずれ本町

小学校に戻ってきた時に違和感があると思います。そのあたりはいかがでしょうか。 

（事務局） 

 本町小学校に戻る何年か前から行事を一緒に行うなどの交流をして、子どもさんた

ちが不安にならないよう、なるべくスムーズに移行できるようにしたいと考えており

ます。 

 

 

 

 

 



 

 
 

（委員） 

 本町小学校の児童数は何人ぐらいでしょうか。また、新設校開校後はどうなるので

しょうか。 

（事務局） 

 平成 27 年５月１日現在、682 人です。開校後の人数については、検討委員会ニュ

ースの第１号に掲載させていただいておりますが、これは本年１月の第１回部会時の

数値になります。その後、開発の状況も少し変わりましたので、新設校開校時の児童

数はそれよりも少し下がると考えております。 

 

（委員） 

 本当に 10年間限定で大丈夫なのでしょうか。状況によっては延長することもある

のでしょうか。 

（事務局） 

 みなとみらい地区は元々の計画人口があるので、新しいマンションがどんどんでき

るということはないと見込んでいますので、新設校は 10年間限定ということになり

ます。 

 

（委員） 

 新設校の所在地は西区になると思いますが、例えばＰＴＡ連絡協議会は中区に残る

のか西区になるのかといったことはどうなるんでしょうか。 

（事務局） 

 現時点では決まっていませんので、これからの調整になります。 

 

（委員長） 

 それでは、審議の結果として、部会でまとめていただいた意見書をもって、本検討

委員会の結論としたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（各委員） 

 はい。 

（委員長） 

 それでは、答申案を添付して教育委員会に提出するということについても、よろし

いでしょうか。 

（各委員） 

 はい。 

（委員長） 

 ありがとうございます。それでは、これを答申として確定させていただきます。 

資 料 

・ 

特 記 事 項 

１ 資料 

・本町小学校第二方面校開校に向けた準備部会の検討状況について 

・本町小学校第二方面校新設に関する意見書 

・学校規模適正化について 
・本町小学校第二方面校開校準備部会ニュース（１～５号） 
※非公開案件の資料は掲載していません 

 

２ 特記事項 

  なし 

（※）本会議は一部公開であるため、非公開案件の発言要旨は記載しておりません。 


